



























































Key Words : servant architecture, double floor, typology, Open Building, Skeleton Infill, outdoor unit
Elements forming the living environment are "control subject" and "time axis"
Expanding the living space from the building alone to the block.I will design "servant architecture" 
to support modern commercialized existing buildings in terms of facility and residential environment.
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●サーバントアーキテクチャの五原則
・フラットなスラブ　　　梁のないフレキシブルな空間をつくるオープンビルディンク化
・動的コア　　　　　　インフラの配管、エレベーターシャフトにより、人・液体・空気の縦動線
・二重床　　　　　　　接続住宅へ配線を伸ばすための床下空間、より管理しやすい形態
・広い立面　　　　　　多くの既存建築と接するため・配置計画を決定する要素
・規格化したグリッド　仕切りのないフレキシブルな空間・インフルの規格化、循環を促す
基礎（独立基礎＋地中梁＋杭）
配管（電気、熱）
配管（水道）
PC柱（200×200）
インフィル床（合板）
穴あきPCスラブ（T300）
エレベーターシャフト
接続建築
ガゼット
穴あきPCパネル
アジャスター支柱
●２つの道路パターン
生活をサポートする道
北に小名木川、南に清澄庭園がある元大工町の街区を敷地とする。
この街区は８m～10mの表通りを縫うように人しか通れない
1.4m～4m以下の南北に抜ける人の生活をサポートする道が存在する。
昔から居住環境を豊かにする縦軸が現在まで続く。
生活の溢れ出し
人の痕跡
開けっ放しの扉
生業の溢れ出し
車通りが少ない
曖昧な白線
道と距離感をつるバルコニー
●フェーズ
phase１　街区共同体が主体となり既存建築とジョイント
　　するようにサポートを建てる（既存に増築で申請する）
phase２　既存とサポートに規格化されたインフィルを挿入する
　　老朽化した空き室のインフラをいじらず貸し出す
　　ウラだった街区内の内側から関係を繋ぐ
phase３　既存更新時にはインフラを共有することが可能
　　共同サポートに頼るように建築が更新される
　　共同サポートが動線、拡張空間となる
●シーン　
SITE 2 二階にショップの溢れ出し
SITE 1 生業が道から見える、商いの溢れ出し
SITE 1 設備業者がきている
SITE 2 GLから二階の様子が見える
SITE 2 隣のバルコニーからの風景が変わる
SITE 3 既存の屋上が菜園として地域に開かれる
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